
　　（2）その他の設備等
判 定

基 準

手すり付き
の床置式小
便器のある
便所の設置

男子用小便器のある便所を設ける場合に
は、手すり付きの床置式小便器又はこれと
同等のもののある便所を１以上設置

（設置数）　　　　　　　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所

手すり付き
の洗面器の
ある便所の
設置

洗面器のある便所を設ける場合には、身体
障害者等が円滑に利用できる手すり付きの
洗面器のある便所を１以上設置

（設置数）　　　　　　　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所

オストメイトのための設備のある便房を１
以上（男女の区分がある場合は、それぞれ
１以上）設置

（設置数）　　　　　　　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所

パウチ及びしびんの洗浄ができる水洗装置
の設置

（設置の有無）　　・有　　・無

荷物を置くための棚等の設置 （設置の有無）　　・有　　・無

汚物入れの設置 （設置の有無）　　・有　　・無

衣服を掛けるための金具等の設置 （設置の有無）　　・有　　・無

オストメイト対応設備のある便房及び当該
便房のある便所にオストメイト対応設備を
設けている旨を見やすい方法で表示

・標準的な設計の例による。

・その他（　　　　　　　　　）

ベビーチェアのある便房を１以上（男女の
区分がある場合は、それぞれ１以上）設置

（設置数）　　　　　　　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所

ベビーベッド（介護用ベッドでも可）のあ
る便所を１以上（男女の区分がある場合
は、それぞれ１以上）設置

（設置数）　　　　　　　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所
　　階　　箇所，　　階　　箇所

ベビーチェア又はベビーベッドのある便房
及び当該便房のある便所にその旨を見やす
い方法で表示

・標準的な設計の例による。

・その他（　　　　　　　　　）

（注意） 1　用語の説明

（1）「同等のもの」とは、壁掛式の小便器で床からリップまでの高さが35センチメートル以下のものをいいます。
（2）「オストメイト」とは、人工肛門又は人工膀胱を造設している人をいいます。
（3）「ベビーチェア」とは、乳幼児を安全に座らせることができる設備をいいます。
（4）「ベビーベッド」とは、乳幼児のおむつ替えができる設備をいいます。
2　整備基準の説明
（1） 共同住宅等に設けられる便所及び客室の内部に設けられる場合には適用されません。
（2）「オストメイト対応設備のある便房」が設置対象となる施設の範囲は、次に掲げる公益的施設
　　並びにその複合施設となります。
　　  ただし、公共交通機関の施設については、用途面積の大きさにかかわらず全て設置対象の施設となります。
（3）「介護用ベッド」、「ベビーチェアのある便房」及び「ベビーベッドのある便所」が設置対象となる施設の範囲は、
　　次に掲げる公益的施設（①、③、⑥、⑦、⑭、⑮、⑲、⑳及び㉑を除く）並びにその複合施設となります。
　　  ただし、公共交通機関の施設については、用途面積の大きさにかかわらず全て設置対象の施設となります。
　①社会福祉施設(児童福祉施設除く)、 ②病院・診療所及び助産所、③官公庁の庁舎、④公益事業の営業所等、⑤金
　　融機関の本店・支店・その他の店舗、⑥公衆便所、⑦文化施設、⑧集会施設、⑨飲食店、⑩理容所等、⑪クリーニン
　　グ取次店・貸衣装屋・旅行代理店（サービスを営む店舗）、⑫百貨店・マーケットその他物品販売業を営む店舗、
　　⑬体育館・ボーリング場・スケート場・水泳場・スポーツの練習場その他類似施設、⑭劇場・映画館・観覧場その他
　　類似施設、⑮展示場その他類似施設、⑯ダンスホール・遊技場・麻雀屋・パチンコ店・カラオケボックスその他類

　　似施設、⑰公衆浴場、⑱ホテル・旅館その他類似施設、⑲自動車車庫、⑳児童厚生施設、㉑特別支援学校

留 意 事 項整 備 基 準
図面及び各項目
の名称・番号等

設 計 内 容

ベビーチェ
アのある便
房及びベビ
ーベッドの
ある便所の
設置

設置対象となる
施設は、下記の
注意書きに掲げ
る施設で床面積
が2,000㎡以上
の施設です。
（公衆便所につ
いては50㎡以
上）

設置対象となる
施設は、下記の
注意書きに掲げ
る施設で床面積
が1,000㎡を超
える施設です。
施設内に他にお
むつ替えができ
る場所がある場
合、ベビーベッ
ドを設置しない
ことができま
す｡

オストメイ
ト対応設備
のある便房
の設置
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